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  （百万円未満切捨て）

１．令和３年３月期第１四半期の連結業績（令和２年４月１日～令和２年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

３年３月期第１四半期 2,925 △9.9 10 △86.3 23 △64.5 35 19.2 

２年３月期第１四半期 3,246 2.9 73 － 66 350.3 29 － 
 
（注）包括利益 ３年３月期第１四半期 36 百万円 （2.2％）   ２年３月期第１四半期 35 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

３年３月期第１四半期 6.52 － 

２年３月期第１四半期 4.89 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

３年３月期第１四半期 10,394 6,895 66.3 

２年３月期 10,614 6,946 65.4 
 
（参考）自己資本 ３年３月期第１四半期 6,895 百万円   ２年３月期 6,946 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
２年３月期 － 0.00 － 12.50 12.50 
３年３月期 －         

３年３月期（予想）   0.00 － 
10.00 10.00 

～12.50 ～12.50 

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

２．令和３年３月期の配当（予想）については、レンジ形式で開示しております。 

 

３．令和３年３月期の連結業績予想（令和２年４月１日～令和３年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

通期 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

12,000 △13.5 200 △65.7 220 △64.7 100 △72.8 18.32 

～13,000 ～△6.3 ～350 ～△39.9 ～370 ～△40.6 ～200 ～△45.7 ～36.64 

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

２．令和３年３月期の連結業績予想については、レンジ形式で開示しております。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）                   、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ３年３月期１Ｑ 6,470,660 株 ２年３月期 6,470,660 株 

②  期末自己株式数 ３年３月期１Ｑ 1,012,677 株 ２年３月期 1,012,677 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） ３年３月期１Ｑ 5,457,983 株 ２年３月期１Ｑ 6,105,983 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間において当社グループは、地域社会への貢献という経営理念に基づき、地方自治体や

地域の事業者のパートナーとして、広報やプロモーションを通じてサポートいたしました。また、官民協働による

行政情報誌『わが街事典』の発行など、地方創生プラットフォーム構想により、地方創生支援事業に取り組んでま

いりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大の影響もあ

り、売上高は対前年同期比9.9％減の29億25百万円、営業利益は対前年同期比86.3％減の10百万円、経常利益は対

前年同期比64.5％減の23百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は対前年同期比19.2％増の35百万円となりま

した。 

セグメント別の状況は次のとおりであります。 

①出版事業 

出版事業におきまして、官民協働による行政情報誌『わが街事典』は、引き続き行政情報誌としての機能を高

め、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）に準拠するなど利便性の向上をはかり、北海道苫小牧市や福島県会津若松市な

どで新たに発行するとともに、大阪府枚方市や和歌山県和歌山市などで更新版を発行し、41の区市町と共同発行し

た結果、当第１四半期連結会計期間末における累計の共同発行自治体数は960、更新版を含めた累計発行版数は

1,827となりました。また、子育てや高齢者福祉などジャンル別行政情報誌の発行にも取り組みました。50音別電

話帳『テレパル５０』は、引き続き行政情報や特集企画を掲載した電話帳の発行を進めました。また、災害時の避

難所向け段ボール仮設ハウス「カカポ」の販売を開始いたしました。これらの結果、出版事業の外部顧客への売上

高は、顧客の新型コロナウイルス感染拡大による営業自粛等の影響もあり、対前年同期比4.8％減の17億６百万

円、セグメント利益は対前年同期比31.8％減の２億28百万円となりました。 

②ＩＣＴソリューション事業 

ＩＣＴソリューション事業におきまして、自治体向けサービスは、ホームページ・アプリ開発サービスの開拓や

ふるさと納税支援事業に取り組みました。また、デジタルサイネージ『わが街ＮＡＶＩ』を福岡県と福岡県糟屋郡

粕屋町と協働でイオンモール福岡に設置いたしました。民間企業向けサービスは、店舗や事務所をインターネット

上のGoogleマップに表示するGoogleマイビジネスの販売に引き続き注力いたしました。 

ｅコマース事業は、『わが街とくさんネット』や『食彩ネット』等の物販は地方生産者への販路提供と新しい生

活様式で在宅が多くなった消費者の生活支援をマッチングし、好調に推移したものの、旅行商品は新型コロナウイ

ルス感染拡大による外出自粛の影響もあり低調に推移いたしました。これらの結果、外部顧客への売上高は対前年

同期比20.4％減の４億17百万円、セグメント損失は43百万円（前年同期は41百万円のセグメント損失）となりまし

た。 

③ロジスティクス事業 

ロジスティクス事業におきまして、ＤＭ発送代行事業は、官公庁の案件や既存顧客の取引拡大につとめ、ポステ

ィング事業も新規顧客の拡大に努めましたが、顧客の新型コロナウイルスの感染拡大による営業自粛の影響を受

け、外部顧客への売上高は対前年同期比13.8％減の７億92百万円、セグメント利益は対前年同期比8.0％減の21百

万円となりました。 

④不動産事業 

不動産事業におきまして、当社の不動産賃貸収入による外部顧客への売上高は対前年同期比8.6％減の９百万

円、セグメント利益は対前年同期比14.5％減の５百万円となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、103億94百万円となり、前連結会計年度末比２億20百万円の減

少となりました。その主な要因は、受取手形及び売掛金の減少額４億43百万円、流動資産のその他の減少額67百万

円等に対し、現金及び預金の増加額３億６百万円等によるものであります。

 負債は、34億98百万円となり、前連結会計年度末比１億69百万円の減少となりました。その主な要因は、未払法

人税等の減少額１億19百万円、前受金の減少額１億19百万円、買掛金の減少額67百万円、賞与引当金の減少額58百

万円等に対し、流動負債のその他の増加額１億84百万円等によるものであります。

 なお、純資産は68億95百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末比0.9ポイント上昇し66.3％となりまし

た。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 令和３年３月期の業績予想につきましては、令和２年５月15日に公表いたしました「令和２年３月期決算短信」

に記載の業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(令和２年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,529,660 2,835,875 

受取手形及び売掛金 1,574,094 1,130,726 

製品 97,979 90,007 

仕掛品 28,420 18,274 

原材料及び貯蔵品 36,797 33,754 

その他 265,408 197,984 

貸倒引当金 △18,368 △21,567 

流動資産合計 4,513,992 4,285,055 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 594,555 587,577 

機械装置及び運搬具（純額） 145,483 136,475 

土地 2,739,380 2,734,800 

建設仮勘定 544,845 544,845 

その他（純額） 27,771 29,069 

有形固定資産合計 4,052,037 4,032,769 

無形固定資産    

のれん 182,000 177,613 

その他 35,519 33,757 

無形固定資産合計 217,520 211,370 

投資その他の資産    

投資有価証券 343,816 354,447 

その他 1,492,790 1,516,087 

貸倒引当金 △5,437 △5,287 

投資その他の資産合計 1,831,168 1,865,247 

固定資産合計 6,100,725 6,109,387 

資産合計 10,614,718 10,394,442 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(令和２年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(令和２年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 814,879 747,355 

短期借入金 500,000 500,000 

未払法人税等 146,750 27,153 

前受金 360,384 240,965 

賞与引当金 148,684 90,173 

その他 407,221 591,753 

流動負債合計 2,377,920 2,197,401 

固定負債    

役員退職慰労引当金 99,042 100,903 

退職給付に係る負債 1,166,147 1,175,457 

その他 25,604 25,149 

固定負債合計 1,290,794 1,301,510 

負債合計 3,668,714 3,498,911 

純資産の部    

株主資本    

資本金 750,000 750,000 

資本剰余金 1,137,583 1,137,583 

利益剰余金 5,662,874 5,611,238 

自己株式 △606,836 △606,836 

株主資本合計 6,943,622 6,891,986 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △5,729 △2,799 

退職給付に係る調整累計額 8,110 6,344 

その他の包括利益累計額合計 2,380 3,544 

非支配株主持分 － － 

純資産合計 6,946,003 6,895,531 

負債純資産合計 10,614,718 10,394,442 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年６月30日) 

売上高 3,246,962 2,925,927 

売上原価 1,736,224 1,489,172 

売上総利益 1,510,737 1,436,755 

販売費及び一般管理費 1,437,601 1,426,739 

営業利益 73,135 10,015 

営業外収益    

受取利息 508 132 

受取配当金 4,471 2,950 

受取家賃 1,828 2,533 

複合金融商品評価益 － 7,814 

その他 4,066 4,692 

営業外収益合計 10,874 18,122 

営業外費用    

支払利息 1,577 1,490 

複合金融商品評価損 7,007 － 

為替差損 9,416 3,207 

その他 1 11 

営業外費用合計 18,002 4,709 

経常利益 66,008 23,429 

特別利益    

固定資産売却益 396 － 

関係会社株式売却益 － 27,431 

特別利益合計 396 27,431 

特別損失    

固定資産除却損 1,407 0 

固定資産売却損 － 195 

投資有価証券評価損 5,566 － 

特別損失合計 6,974 195 

税金等調整前四半期純利益 59,430 50,665 

法人税、住民税及び事業税 12,127 17,704 

法人税等調整額 17,464 △2,599 

法人税等合計 29,592 15,105 

四半期純利益 29,838 35,559 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 29,838 35,559 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 

 至 令和元年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 令和２年４月１日 
 至 令和２年６月30日) 

四半期純利益 29,838 35,559 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7,798 2,930 

退職給付に係る調整額 △1,714 △1,766 

その他の包括利益合計 6,084 1,163 

四半期包括利益 35,922 36,723 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 35,922 36,723 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成31年４月１日 至令和元年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書
計上額 

（注）２ 
  出版事業 

ＩＣＴソリ
ューション

事業 

ロジスティ
クス事業 

不動産事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,792,941 523,930 919,742 10,348 3,246,962 － 3,246,962 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
991 3,069 116,109 － 120,170 △120,170 － 

計 1,793,933 526,999 1,035,851 10,348 3,367,132 △120,170 3,246,962 

セグメント利益又は 

損失（△） 
334,673 △41,501 23,905 6,205 323,282 △250,146 73,135 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△250,146千円には、セグメント間取引消去2,306千円、のれんの

償却額△4,387千円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△248,065千円が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自令和２年４月１日 至令和２年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書
計上額 

（注）２ 
  出版事業 

ＩＣＴソリ
ューション

事業 

ロジスティ
クス事業 

不動産事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,706,414 417,302 792,752 9,457 2,925,927 － 2,925,927 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
819 2,285 176,887 － 179,992 △179,992 － 

計 1,707,233 419,588 969,640 9,457 3,105,920 △179,992 2,925,927 

セグメント利益又は 

損失（△） 
228,293 △43,758 21,987 5,304 211,827 △201,811 10,015 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△200,895千円には、セグメント間取引消去2,375千円、のれんの

償却額△4,387千円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△199,799千円が含まれておりま

す。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(重要な後発事象)

（多額な資金の借入） 

 当社グループは、新本社ビル建設資金及び新型コロナウイルス感染症拡大による影響に備えた手元流動性確保

のため、令和２年７月に複数の金融機関より合計36億５千万円の借入（内１億５千万円は短期借入金からの借

換）を実行しました。 

１．借入先    株式会社三井住友銀行 

   株式会社三菱UFJ銀行 

   株式会社第三銀行 

   株式会社みずほ銀行 

   株式会社りそな銀行 

   株式会社京都銀行 

   株式会社南都銀行 

   株式会社池田泉州銀行 

２．借入金額   3,650,000千円 

３．借入条件   市場金利に基づいた適正な金利条件 

４．実施時期   令和２年７月 

５．返済期限   10年～20年 

６．担保提供資産 なし 
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